
二
九

『
二
度
の
笠
』（
安
永
四　

木
兎
坊
風
石
編
）
の
入
集
者　

― 

木
兎
坊
奥
州
行
脚
に
つ
い
て

服　

部　

直　

子

は
じ
め
に

『
二
度
の
笠
』
は
、
尾
張
の
俳
人
木
兎
坊
風
石
の
東
北
行
脚
記
念
集
で
あ
る
。

ま
ず
簡
単
に
書
誌
を
示
す
。

半
紙
本
一
冊
（
二
二
・
八
×
一
六
・
二
糎
）
三
七
丁
。
薄
縹
色
布
目
地
型
押

表
紙
。
中
央
題
「
二
度
の
笠
」。
京
菱
屋
治
兵
衛
・
名
古
屋
菱
屋
久
兵
衛
刊
。

木
兎
坊
風
石
編
。
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
九
月
六
林
序
。
自
跋
。
藤
園
堂

文
庫
蔵
。

編
者
「
木
兎
坊
風
石
」
は
横
井
也
有
の
門
人
を
自
称
す
る
俳
人
。
序
を
書
い
て

い
る
「
蝙
蝠
庵
六
林
」
は
、
也
有
の
長
年
の
知
友
堀
田
六
林
で
あ
る
。
本
書
に
つ

い
て
は
、
俳
文
学
大
辞
典
に
立
項
が
な
く
、
野
田
千
平
氏
は
、
後
述
す
る
戦
前
の

記
事
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
木
兎
坊
お
よ
び
そ
の
行
脚
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
触
れ

て
お
ら
れ
る
。

木
兎
坊
は
宮
地
姓
、
桂
坊
幽
篁
の
別
号
も
あ
り
、
享
保
八
年
生
、
天
明
五
年

没
、
享
年
六
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
尾
張
藩
士
で
あ
っ
た
が
明
和
七
年
四
十
八

歳
、
也
有
の
家
来
石
原
文
樵
の
手
で
剃
髪
し
、
也
有
の
庵
に
出
入
り
し
て
也

有
門
人
を
自
称
し
た
。
明
和
八
年
の
奥
羽
行
脚
と
安
永
三
、四
年
の
奥
羽
・

北
陸
行
脚
を
果
た
し
、
記
念
集
『
二
度
の
か
さ
』
を
上
梓
し
た
。〔「
出
羽

の
青
菰
か
ら
鸞
窓
へ 

― 

大
沼
の
浮
島
稲
荷
奉
納
俳
額
を
め
ぐ
っ
て 

―
」

『
近
世
東
海
俳
壇
新
攷
』（
若
草
書
房　

二
○
○
二
）
所
収
〕

こ
れ
は
、
出
羽
国
大
沼
の
鸞
窓
に
関
す
る
資
料
紹
介
お
よ
び
論
考
に
お
け
る
記
述
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三
〇

で
、
以
下
『
二
度
の
笠
』
を
引
用
し
て
木
兎
坊
の
行
脚
に
お
け
る
鸞
窓
と
の
か
か

わ
り
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

木
兎
坊
は
二
度
に
わ
た
っ
て
奥
州
行
脚
を
行
っ
て
い
る
。
多
く
の
俳
諧
師
と
同

じ
く
松
島
な
ど
『
奥
の
細
道
』
を
辿
る
の
で
あ
る
が
、
各
地
の
有
力
俳
人
を
訪

ね
、
地
元
の
有
力
者
宅
に
長
期
滞
在
を
し
て
い
る
地
も
あ
り
、
か
な
り
周
到
な
用

意
を
し
て
旅
立
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
行
脚
の
ル
ー
ト
及
び
訪
問
先
は
い
か

な
る
知
友
の
つ
て
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
背
景
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
、
を
考
察
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

一
　
木
兎
坊
風
石
に
つ
い
て

ま
ず
木
兎
坊
風
石
自
身
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
短
歌
会
『
短
歌
』
昭
和
九
年
三

月
号
所
収
の
鬼
頭
満
夫
氏
の
「
木
兎
坊
風
石
」
が
、
ほ
ぼ
唯
一
の
伝
記
的
紹
介
で

あ
る
。
当
時
は
木
兎
坊
の
知
友
で
追
悼
会
も
開
い
た
後
藤
路
好
の
子
孫
宅
に
位
牌

や
軸
・
文
章
な
ど
具
体
的
な
資
料
が
伝
存
し
て
い
た
ら
し
く
、
鬼
頭
氏
は
『
二
度

の
笠
』
の
記
事
と
そ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
い
て
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
後

散
逸
し
た
の
か
、
現
在
は
数
十
年
以
前
に
書
か
れ
た
、

表
面桂

光
院
幽
皇
風
夕
居
士

行
称
院
妙
善
信
女

裏
面文

化
三
年
丙
寅　

十
一
月
十
日

天
明
五
年
乙
巳　

六
月
廿
三
日

と
あ
る
位
牌
の
メ
モ
以
外
は
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。
鬼
頭
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

本
住
寺
の
過
去
帳
及
び
其
後
後
藤
氏
の
家
か
ら
見
出
し
た
木
兎
宛
の
手
紙
に

よ
る
と
桂
坊
幽
篁
な
る
人
は
宮
地
姓
で
あ
る
。

と
さ
れ
、
後
藤
家
と
宮
地
家
が
か
つ
て
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
遺
物
一

切
」
が
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
尾
張
藩
士
で

あ
っ
た
と
い
う
推
定
は
、
六
林
の
序
に
、「
官
途
に
往
来
せ
し
」
と
あ
る
こ
と
に

よ
る
が
、『
士
林
泝
洄
』
に
宮
地
姓
は
な
く
、
尾
張
藩
藩
士
名
寄
等
に
も
宮
地
姓

で
年
代
上
合
致
す
る
人
物
は
確
認
で
き
な
い
。
藩
士
で
あ
る
と
し
て
も
陪
臣
か
、

少
な
く
と
も
由
緒
あ
る
家
柄
で
は
な
く
、
也
有
が
言
う
と
こ
ろ
の
、

木
兎
坊
は
予
が
草
廬
に
出
入
し
て
主
従
の
約
も
な
さ
ゞ
れ
ど
折
々
薪
水
の
労

を
助
け
（「
送
木
兎
坊
序
」〔『
羅
の
葉
風
』
所
収
〕）

と
あ
る
か
ら
、
中
級
か
ら
下
級
の
武
士
（
也
有
の
親
友
で
、『
二
度
の
笠
』
の
序

を
書
い
て
い
る
堀
田
六
林
は
足
軽
頭
）
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
別
号
と
し
て
遁
五
坊

風
夕
が
あ
る
こ
と
、
也
有
の
家
来
で
あ
り
俳
諧
も
嗜
ん
だ
文
樵
の
手
で
剃
髪
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（
１
）。

な
お
、

木
兎
は
天
明
四
年
三
月
十
九
日
を
吉
祥
日
と
し
て
、
金
鯱
城
下
の
東
郊
上

野
山
にマ
マ

庵
に
年
来
の
願
ひ
か
な
つ
て
建
中
寺
東
堀
端
の
寓
居
か
ら
移
つ
た
。

（
中
略　

入
庵
記
念
「
草
結
」
と
い
ふ
冊
子
）
翌
天
明
五
年
六
月
二
十
二
日

に
不
治
の
病
を
得
て
六
十
三
歳
で
こ
の
草
庵
に
永
眠
し
て
ゐ
る
。（
鬼
頭
氏

稿
）

と
い
う
。「
草
結
」
は
未
詳
。

木
兎
坊
の
俳
歴
は
ど
う
か
。

木
兎
坊
の
入
庵
前
後
か
ら
行
脚
に
い
た
る
時
期
、
也
有
は
特
別
ゲ
ス
ト
の
よ
う

な
か
た
ち
で
当
時
の
名
古
屋
の
有
力
俳
人
不
之
庵
木
児
や
蓮
阿
坊
白
尼
の
歳
旦
に

入
集
し
て
い
る
が
、
木
兎
坊
は
入
集
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
也
有
に
心
酔
し
、
弟

子
を
自
称
し
て
は
い
て
も
、
俳
壇
に
お
い
て
活
躍
す
る
意
志
は
な
か
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
は
る
か
以
前
寛
延
四
年
（
宝
暦
元
）
の
白
梵
庵
馬
州
の
歳
旦

に
「
木
兎
庵
」
な
る
人
物
が
入
集
し
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
木
兎
坊
風
石
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
当
時
二
七
歳
、
露
川
門
の
流
れ
を
汲
む
馬
州
に
入
門
し
た
の
が

俳
諧
へ
の
入
口
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
庵
と
坊
と
一
字
違
い
で
あ
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三
一

り
、『
二
度
の
笠
』
本
文
中
「
国
の
馬
州
も
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
師
に
対
す
る
言

及
と
は
見
え
な
い
。
傍
証
も
な
い
の
で
直
接
の
門
人
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
脚
に
の
ぞ
む
木
兎
坊
風
石
に
と
っ
て
唯
一
の
俳
諧
の
師
で

あ
り
、
俳
諧
観
の
基
準
と
な
っ
た
人
物
は
半
掃
庵
也
有
で
あ
っ
た
。
也
有
も
ま
た

二
度
の
木
兎
坊
の
旅
立
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
送
木
兎
辞
」（
明
和
八
）「
送
木
兎
坊

序
」〔
安
永
五
（
推
定
）〕
を
草
し
て
い
る
。
木
兎
坊
の
唯
一
の
師
が
也
有
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
は
訪
問
先
に
も
大
い
に
反
映
し
て
い
る
。

二
　
行
脚
ル
ー
ト
と
訪
問
先

『
二
度
の
笠
』
は
、
木
兎
坊
二
度
の
東
北
行
脚
の
経
緯
を
記
し
、
巻
末
に
也
有

を
は
じ
め
知
友
の
連
句
発
句
を
並
べ
て
い
る
。
ま
ず
本
文
に
沿
っ
た
旅
の
行
程
と

主
な
訪
問
先
、
入
集
者
を
一
覧
す
る
。
な
お
記
号
と
番
号
は
説
明
の
便
宜
上
使
用

し
て
お
り
、
記
号
別
に
ま
と
め
て
後
述
す
る
。
記
号
は
、
◎
が
也
有
及
び
鳴
海
の

下
郷
（
千
代
倉
）
家
に
関
連
す
る
も
の
と
、
土
地
の
有
力
者
、
◇
が
修
験
に
関
連

す
る
も
の
で
あ
る
。

明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
奥
州
行
脚

五
月
末
、
江
戸　

◎
１
雪
中
庵
蓼
太
亭
、
体
調
不
良
で
長
期
滞
在
、
水
無
月
末
江

戸
発
→
松
島
等
経
由
「
細
道
」
を
た
ど
る
→
仙
台
「
国
に
て
約
せ
し
ご
と
く
」
洛

の
◎
２
諸
九
尼
に
会
う
→
尾
花
沢
を
経
て
、
十
六
夜
→
大
沼
（
山
形
県
西
村
山
郡

朝
日
町
大
沼
）
へ
行
く
◎
３
◇
鸞
窓
→ 

根
際
（
山
形
県
東
村
山
郡
根
際
）
の
山

明
、 

川
崎
（
宮
城
県
柴
田
郡
川
崎
）
の
陽
十
を
訪
問
し
て
、
帰
路
へ
→
仙
台
祭
礼

見
物
、
常
陸
・
筑
波
山
登
山
→ 

下
総
（
関
宿
）
◎
４
阿
誰
亭
に
長
期
滞
在
→
師

走
、
帰
庵

安
永
三
～
四
（
一
七
七
五
）
年　

奥
州
・
北
陸
行
脚

弥
生
中
頃　

美
濃
帆
引
を
出
発

◇
１
武
州
御
嶽
山
主
（
東
京
都
青
梅
市
御
岳
）
山
甲

〔
句
を
並
べ
て
い
る
連
衆
の
中
で
今
寺
の
有
隣
・
青
梅
の
平
爪
は
、
松
露
庵
（
鳥

酔
）
の
『
露
柱
庵
記
』（
烏
明
編　

宝
暦
十
一
刊
）
に
入
集
。
ま
た
山
甲
・
平
爪

は
同
じ
く
松
露
庵
一
派
の
『
山
と
水
』（
烏
明
編　

宝
暦
十
三
刊
）
に
入
集
し
て

い
て
、
こ
の
あ
た
り
の
連
衆
は
鳥
酔
系
と
み
ら
れ
る
。〕
→
下
総
関
宿
境
（
千
葉

県
野
田
市
）
前
回
行
脚
の
折
歓
待
を
受
け
た
阿
誰
は
す
で
に
逝
去
。
漸
江（
２
）ら
入

集
。
→
常
陸　

◇
２
不
動
院
→
小
川
（
茨
城
県
小
美
玉
市
小
川
）
逗
留
、
数
日
俳

諧
。
左
右
ら
小
川
の
連
衆

〔
小
川
の
左
右
・
亀
峯
・
仙
枝
・
遊
之
・
沙
鴎
・
静
河
、
水
戸
の
活
緑
・
文
紅
・

両
五
、
額
田
の
五
峰
・
浮
来
は
、
柳
居
遺
稿
記
念
集
『
茶
の
花
見
』（
常
陸
那
珂

湊　

買
風
編　

安
永
元
刊
）
に
入
集
し
て
お
り
、
こ
の
あ
た
り
す
べ
て
柳
居
系
俳

人
。〕　  

額
田
（
茨
城
県
那
珂
市
額
田
）
◇
３
三
日
坊
五
峰
→
仙
台
行
脚  

青
木
（
宮
城
県

登
米
市
）
経
由
→
奥
州
須
賀
川
（
福
島
県
須
賀
川
市
）
◇
４
桃
祖
・
雨
考
→
会
津

若
松
◇
５
可
直
ら
→
会
津
坂
ン
下　

佳
勇
（
沼
木
又
右
衛
門
）
→
柳
津
（
同
河
沼

郡
柳
津
町
）
◇
６
虚
空
蔵　

一
志
。
→
文
月
朔
日　

柳
津
を
出
る
。
会
津
坂
下
へ

戻
り
、
青
木
か
ら
村
松
へ
→
小
田
附
（
福
島
県
喜
多
方
市
）
◎
５
巨
石
→
村
松

（
喜
多
方
市
松
山
町
）
◎
６
里
鶴
→
出
羽
置
賜
地
方　

米
沢
→
小
出
（
山
形
県
長

井
市
）
◎
７
蘭
舟
→
荒
砥
（
同
白
鷹
町
荒
砥
新
戸
）
◎
８
斗
哉
→
最
上
根
際　

山

明
・
守
株
（
丁
々
舎
）
→
大
沼
（
同
朝
日
町
）
◇
７
（
◎
３
◇
参
照
）
鸞
窓
（
大

行
院
雄
英
）
下
野
の
箕
渓
と
落
ち
合
う
→ 

吉
川
の
雲
和
は
留
守
。
湯
殿
山
梺
志

津
名
主
十
兵
衛
宅
へ
行
く
→
羽
黒
（
羽
黒
山
）
◇
８
三
日
坊
の
紹
介
、
月
坊
宅
→

庄
内
鶴
岡
連
衆
は
留
守
で
会
え
ず
。
鸞
窓
の
紹
介
で
酒
田
の
桜
士
宅
へ
行
く
→
酒

田
（
同
酒
田
市
）
仲
秋
、
象
潟
見
物
な
ど
し
て
、
酒
田
連
衆
と
風
交
。
◎
９
百
和

が
「
也
有
公
の
流
れ
を
汲
と
ゞ
め
た
し
、
と
て
市
中
庵
と
い
ふ
庵
を
建
て
仕
ふ
人

な
ど
添
へ
て
」
世
話
を
し
て
く
れ
た
た
め
、
翌
春
ま
で
逗
留
。
→
酒
田
を
出
て
、
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三
二

熱
海
湯
治
な
ど
し
て
、
葡
萄
坂
越
え
→
越
後
（
新
潟
県
）
村
上　

岩
舟
→
葛
籠
山

◎
10
緑
扇
→ 

中
條
→
芝
田
（
新
発
田
）
→
笹
岡
を
経
て
、
現
阿
賀
野
市
に
あ
る

「
八
房
の
梅
」
見
物
→
分
ン
田
→
新
イ
津
→
沼
垂
（
現
新
潟
市
内
）
◇
９
→
新
潟

→
巻
→
三
条
→
出
雲
崎
◎
11
以
南
（
橘
新
之
助
）
→
柏
崎
→
泊
→
三
日
市
→
越
中

（
富
山
県
）　
「
四
十
八
が
瀬
を
七
夕
に
こ
ゆ
る
」
→
魚
津
→ 

富
山
→
加
賀
（
石
川

県
）
津
幡 

◎
12
見
風
に
会
う
→
小
松　

大
聖
寺
。 

大
聖
寺
で
「
盆
過
ぎ
の
月
」

を
詠
む
→
越
前
（
福
井
県
）
丸
岡　

◎
13
梨
一
に
会
う
→
三
国
出
村
◎
14
哥
川
→ 

府
中
◎
15
之
丸
→
湯
之
尾
峠
を
越
え
て
近
江
入
り
、
木
之
元
・
藤
川
を
経
て
、
美

濃
に
入
る
。 

関
ヶ
原
・
養
老
の
滝
を
経
て
帰
庵
。

巻
末
に
也
有
へ
の
挨
拶
及
び 

尾
張
諸
家
の
句
を
掲
げ
る
。

ま
ず
◎
を
付
し
た
の
は
、
各
訪
問
先
の
有
力
者
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
也
有
及

び
名
古
屋
鳴
海
の
下
郷
（
千
代
倉
）
家
の
日
記
に
関
す
る
事
項
を
持
つ
人
物
で
あ

り
、
順
に
検
討
し
て
い
く
。

◎
１
雪
中
庵
蓼
太

吏
登
門
。
雪
中
庵
三
世
（
一
七
一
八
～
一
七
八
七
）。
江
戸
座
に
対
し
て
続
五
色

墨
を
結
成
、
江
戸
俳
壇
に
重
き
を
な
す
。
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
吉
野
行
脚
の

途
中
来
名
し
た
蓼
太
は
、
半
掃
庵
に
也
有
を
訪
問
。
発
句
で
挨
拶
し
（
也
有
脇
）、

鳴
海
の
下
郷
（
千
代
倉
）
家
を
訪
問
し
て
、
五
代
和
菊
（
常
和
）
と
そ
の
弟
蝶
羅

に
対
面
し
て
い
る
。
和
菊
の
日
記
七
月
廿
七
日
の
条
に
、「
夕
方
江
戸
通
り
塩
町
、

雪
中
庵
蓼
太
と
申
点
者
、（
中
略
）
嵐
雪
翁
道
統
の
よ
し
。」
と
あ
る
。（
以
下
、

日
記
は
す
べ
て
森
川
昭
氏
『
千
代
倉
家
日
記
抄
』
に
よ
る
。
引
用
は
『
千
代
倉
日

記
』
と
略
称
）

也
有
と
十
年
以
上
に
わ
た
る
交
誼
を
も
っ
て
い
た
蓼
太
は
、
江
戸
に
着
い
た
木

兎
坊
を
歓
待
、
旅
疲
れ
の
保
養
の
た
め
の
逗
留
も
す
す
め
た
。
す
べ
て
也
有
か
ら

の
紹
介
状
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

木
兎
坊
が
剃
髪
入
庵
し
た
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
、
奥
州
行
脚
に
出
発
す
る

暁
台
に
也
有
は
「
送
暁
台
序
」
を
与
え
た
。
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）『
蛙
啼

集
』
に
よ
っ
て
蕉
風
復
興
を
開
始
、
也
有
の
後
ろ
盾
も
あ
り
尾
張
か
ら
次
世
代
の

全
国
区
俳
人
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
三
十
九
歳
の
暮
雨
巷
暁
台
は
、
第
一
回
の
奥
州

行
脚
に
赴
く
。
こ
の
時
暁
台
は
江
戸
に
お
い
て
初
め
て
雪
中
庵
蓼
太
と
対
面
、
続

く
仙
台
訪
問
に
よ
っ
て
仙
台
俳
壇
の
隆
盛
と
い
っ
た
流
れ
を
生
み
出
し
て
い
く
。

こ
の
暁
台
の
訪
問
の
翌
年
、
木
兎
坊
は
雪
中
庵
を
訪
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

木
兎
坊
は
、
直
接
的
に
は
、
暁
台
の
行
脚
に
か
な
り
刺
激
を
う
け
つ
つ
、
也
有

門
下
と
し
て
の
自
負
を
持
っ
て
、
入
庵
の
手
始
め
と
し
て
行
脚
を
計
画
実
行
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
す
で
に
暁
台
の
影
響
下
に
入
っ
た
福
島
の
呑
溟
や
仙
台
の

丈
芝
坊
白
居
ら
を
訪
問
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
こ
で
一
悶
着
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
書

に
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

◎
２
諸
九

筑
後
の
人
（
一
七
一
四
～
一
七
八
一
）。
諸
九
は
駆
け
落
ち
し
た
相
手
で
あ
る
湖

白
（
の
ち
浮
風
）
の
没
後
剃
髪
。
明
和
四
年
、
京
岡
崎
に
草
庵
を
結
ん
だ
諸
九

は
、
明
和
八
年
の
こ
の
年
五
十
八
歳
、
三
月
晦
日
に
京
を
出
立
し
、
四
月
八
日

に
名
古
屋
着
。
大
谷
篤
蔵
氏
が
「
大
江
丸
書
簡
集
」〔『
俳
林
閒
歩
』（
岩
波
書
店　

一
九
八
七
）
に
収
録
〕
に
翻
刻
解
説
さ
れ
た
旧
国
（
大
江
丸
）
書
簡
Ｂ
に
は
、
諸

九
は
也
有
に
面
会
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
果
た
せ
な
か
っ
た
、
と
あ
る
。
し

か
し
木
兎
坊
に
は
会
っ
た
ら
し
く
、「
国
に
て
約
せ
し
ご
と
く
」
仙
台
で
の
邂
逅

を
記
す
。
た
だ
し
諸
九
の
行
脚
紀
行
で
あ
る
『
秋
風
の
記
』〔『
湖
白
庵
諸
九
尼
全

集　

増
訂
版
』（
和
泉
書
院　

昭
和
六
一
）
に
よ
る
〕
に
は
、
木
兎
坊
に
会
っ
た

と
い
う
記
述
が
な
い
。
そ
の
理
由
と
も
考
え
ら
れ
る
事
情
を
詳
述
す
る
の
が
さ
き

の
旧
国
書
簡
Ｂ
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
木
兎
坊
は
、
也
有
の
名
を
振
り

回
し
、
福
島
の
呑
溟
や
仙
台
の
丈
芝
ら
前
年
に
暁
台
に
親
炙
し
た
人
々
の
不
興
を

買
っ
た
た
め
、
旧
国
が
諸
九
と
も
ど
も
仲
裁
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。『
二
度
の
笠
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
有
力
俳
人
に
会
っ
た
と
い
う
記
述
も
な
く
、

暁
台
門
と
し
て
大
き
な
勢
力
に
な
る
仙
台
や
福
島
を
、
い
わ
ば
無
視
す
る
こ
と
と
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な
る
。
こ
れ
が
先
ほ
ど
触
れ
た
「
一
悶
着
」
の
実
情
で
あ
る
。
旧
国
は
、
飛
脚
問

屋
大
和
屋
善
右
衛
門
と
し
て
全
国
七
ヶ
所
に
出
店
を
持
ち
、
仙
台
は
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
鳴
海
の
下
郷
蝶
羅
ら
と
も
昵
懇
で
あ
る
。
そ
の
旧
国
も
、
尾
張

名
古
屋
の
藩
主
御
用
人
に
し
て
有
名
俳
人
也
有
に
は
気
を
遣
っ
て
い
る
様
子
が
書

簡
に
は
見
え
る
。
也
有
に
心
酔
し
て
い
る
木
兎
坊
に
と
っ
て
、
こ
の
時
暁
台
は
ま

だ
新
進
の
俳
諧
師
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
当
地
の
人
々
の
反
発
や
旧

国
の
と
り
な
し
も
た
い
し
た
こ
と
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

◎
３
◇
鸞
窓
（
花
雲
堂
と
も
）　　

本
山
修
験
大
沼
大
行
院
別
当
の
山
伏
雄
英
。
こ
の
人
物
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
つ
い

て
は
、
前
掲
野
田
氏
の
論
文
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
は
、『
千
代
倉
日
記
』
に
よ
っ

て
鸞
窓
と
鳴
海
の
下
郷
家
と
は
長
い
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
ま
た
修

験
僧
と
い
う
身
分
が
、
俳
諧
師
の
行
脚
同
様
の
役
割
を
果
た
し
得
た
、
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
名
古
屋
近
辺
で
の
鸞
窓
の
足
跡
は
宝
暦
四

（
一
七
五
四
）
年
の
来
名
、
鳴
海
訪
問
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。

宝
暦
四　

亀
世
（
四
代
鉄
叟
）
日
記

十
月
廿
六
日　

羽
州
大
沼
村
大
行
院
白
蓋
、
誹
名
鸞
窓
被
尋
誹
諧
有
。

　

市
中
や
笠
着
て
遊
ぶ
冬
牡
丹 

鸞
窓

　
　
　

咄
し
つ
と
〳
〵
淡
き
茶
の
花 

叟　

　
　
　

挨
拶

　

咄
し
さ
へ
か
く
も
小
春
の
遊
び
鳥 

叟　

以
下
、
宝
暦
十
一
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
書
状
の
や
り
と
り
が
あ
る
。
明
和

二
年
に
も
書
状
が
来
て
お
り
、
明
和
五
年
学
海
（
六
代
亀
洞
）
日
記
に
は
、

三
月
八
日　

羽
州
大
沼
山
浮
島
奉
納
勧
進
ニ
付
、
東
店
迄
短
冊
認
遣
。

　
　

浮
島
や
は
な
咲
か
た
へ
遊
ぶ
と
は 

君
栗　
　
　
　

　
　

鸞
窓
門
人
青
萩
と
申
俳
人
、
東
店
泊
ゐ
る
ニ
付
遣
ス
。

ま
た
同
時
期
の
和
菊
（
五
代
常
和
）
日
記
に
は
、

京
都
俳
人
、
羽
州
俳
人
両
人
蝶
羅
同
道
ニ
て
来
、
笈
見
せ
遣
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
浮
島
稲
荷
の
奉
納
額
の
一
つ
（
野
田
氏
論
文
に
触
れ
ら
れ
て

い
る
Ｂ
額
で
あ
ろ
う
）
の
具
体
的
な
勧
進
の
様
子
が
明
ら
か
で
あ
る
。
勧
進
の
使

い
を
し
た
羽
州
俳
人
（
青
萩
）
は
、
同
家
所
蔵
の
「
芭
蕉
の
笈
」
を
拝
観
し
て
、

短
冊
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
無
論
也
有
も
、
こ
の
浮
島
稲
荷
奉
納
額
に
句
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

也
有
と
下
郷
（
千
代
倉
）
家
と
は
、
例
え
ば
寛
保
四
（
一
七
四
四
）
年
三
月
に

は
、
日
記
に
「
横
井
也
有
御
加
増
ご
祝
儀
」
と
あ
り
、
ま
た
盆
暮
れ
等
折
に
触
れ

て
の
贈
答
、
参
勤
の
折
の
休
息
と
い
っ
た
交
流
が
長
く
続
く
。
共
通
の
話
題
と

し
て
、
こ
の
出
羽
大
沼
の
奉
納
勧
進
の
話
も
出
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
橘
南
谿
の

『
東
遊
記
』
巻
之
五
の
三
一
「
浮
島
」
の
項
に
は
、「
其
山
主
を
大
行
院
と
い
う
。

修
験
道
に
て
俳
諧
の
数
寄
人
、
俳
名
を
鷹マ
マ

窓
と
い
う
。」（
平
凡
社
刊
東
洋
文
庫

二
四
八
『
東
西
遊
記　

１
』
に
よ
る
）
と
あ
る
。
南
谿
が
当
地
を
訪
れ
た
の
は
天

明
六
年
で
あ
り
、
名
前
が
一
字
違
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
か
、
未
詳
。

◎
４
阿
誰

阿
誰
は
、
下
総
境
河
岸
（
現
・
茨
城
県
猿
島
郡
境
町
）
箱
島
善
兵
衛
（
養
子　

二

代
目
）、
名
を
布
慶
、
関
宿
藩
御
用
商
人
、
大
名
主
。
巴
人
門
の
高
弟
で
あ
り
、

の
ち
存
義
門
。
別
号
樗
斎
な
ど
。
安
永
元
年
十
二
月
十
三
日
没
（
六
二
）（
関
東

俳
諧
叢
書
第
十
四
巻
加
藤
定
彦
氏
稿
に
よ
る
）。
大
谷
篤
蔵
氏
が
紹
介
さ
れ
た

「
蝶
羅
宛
阿
誰
書
簡
」
に
は
、
霜
月
十
六
日
付
で
、

木
叟
奥
羽
行
脚
ニ
付
御
添
翰
、
此
地
し
バ
ら
く
杖
を
留
ら
れ
、
何
卒
当
年
中

も
と
、
杖
笠
を
隠
し
候
へ
共
、
去
り
が
た
き
御
や
う
す
、
無
是
非
立
別
れ

候
。

な
ど
と
あ
り
、
明
和
八
年
の
長
期
滞
在
を
示
す
。
二
度
目
の
安
永
三
年
夏
の
訪
問

で
は
、
阿
誰
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
子
の
浙
江
（
本
文
は
漸
江
）
の
歓
迎
を
受
け

た
と
さ
れ
る（
３
）。
阿
誰
は
当
地
の
豪
商
に
し
て
俳
諧
好
き
で
あ
り
、
同
様
の
立
場
の

下
郷
家
と
の
交
誼
が
あ
っ
た
。
木
兎
坊
は
、
そ
の
添
え
状
を
携
え
て
い
た
か
ら
こ
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そ
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

◎
５
巨
石

関
本
氏
。
地
蔵
堂
派
可
直
（
◇
５
参
照
）・
而
后
の
甥
。
小
田
附
（
会
津
喜
多
方
）

グ
ル
ー
プ
の
主
宰
。
子
息
は
如
髪
。
屋
号
越
前
屋
。
地
蔵
堂
派
の
後
継
者
と
さ
れ

た
。（
井
上
隆
明
氏
稿
に
よ
る（
４
））
な
お
会
津
か
ら
也
有
を
訪
ね
る
も
の
が
あ
っ
た

こ
と
は
、『
新
あ
り
づ
か
』（『
横
井
也
有
全
集
』
発
句
編
所
収
）
に
、

会
津
よ
り
来
り
て
句
を
よ
せ
け
る
三
人
へ
返
し
て
遣
す
、
風
の
薫
り
そ

つ
と
し
た
ふ
や
峠
か
ら
、
の
返
し

麦
糠
の
庵
へ
も
風
の
薫
り
か
な     

と
会
津
の
客
あ
り

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
木
兎
坊
と
巨
石
と
の
付
合
の
前
書
き
に

「
国
へ
行
脚
せ
し
人
に
て
他
な
ら
ず
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
内
の
一
人
の
可
能
性

も
あ
る
。

◎
６
里
鶴

佐
藤
氏
。
小
田
附
か
ら
派
生
し
た
村
松
新
田
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。
彼
ら
小
田
附

グ
ル
ー
プ
は
、「
会
津
俳
壇
の
全
盛
期
を
な
し
た
」
上
、「
安
永
～
文
化
期
に
わ
た

り
若
松
城
下
を
し
の
ぐ
」
と
い
う
。（
井
上
氏
稿
）     

◎
７
蘭
舟

羽
州
小
出
村
（
山
形
県
長
井
市
）
の
俳
人
横
沢
源
内
、
安
永
七
年
没
。
貞
門
伊
藤

信
徳
門
の
京
俳
人
植
村
信
安
と
米
沢
置
賜
地
方
の
俳
友
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
ほ

た
る
行
脚
』（
享
保
十
五
序
）
に
入
集
。（『
長
井
市
史
』
二
巻
）
の
ち
玄
武
坊
の

俳
人
名
録
に
あ
り
。
な
お
本
文
に
「
先
年
国
の
馬
州
も
行
脚
せ
し
と
也
」
と
記
す

の
は
『
奥
羽
笠
』（
元
文
五
刊
）
の
旅
の
こ
と
で
あ
る
。

◎
８
斗
哉　

羽
州
荒
砥
の
富
商
大
貫
国
寛
衛
足
。
叔
母
が
置
賜
に
美
濃
派
を
興
す
小
出
の
川
崎

涼
花
の
妻
。
涼
花
は
明
和
元
年
、
五
竹
坊
を
訪
問
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
以

哉
坊
は
翌
二
年
米
沢
を
「
正
風
の
普
及
」
の
為
訪
問
し
た
。
こ
れ
が
置
賜
美
濃
派

の
は
じ
め
と
さ
れ
る
。（
井
上
氏
稿
）

◎
９
百
和

「
也
有
の
流
れ
」
を
汲
む
木
兎
坊
を
歓
待
、
世
話
し
た
百
和
は
詳
細
不
明
な
が

ら
、
緑
扇
（
後
述
）
編
汻
虹
追
善
集
『
暁
の
空
』（
天
明
六
序
）
の
中
巻
「
諸
国
」

入
集
者
に
「
酒
田
」
の
ト
ッ
プ
と
し
て
名
を
連
ね
、
木
兎
坊
が
百
和
の
紹
介
で
訪

ね
た
と
考
え
ら
れ
る
大
山
の
草
父
も
同
書
に
入
集
し
て
い
る
。
こ
の
諸
国
入
集
者

を
見
る
と
、
荒
砥
（
新
戸
）
の
杜
哉
な
ど
各
地
の
有
力
者
が
入
集
し
て
お
り
、
百

和
は
汻
虹
と
も
親
し
か
っ
た
当
地
の
俳
諧
の
中
心
的
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
10
緑
扇

葛
籠
山
の
人
。
斎
藤
源
九
衛
門
。
越
後
に
美
濃
派
を
広
め
た
汻
虹
の
門
人
。
天
明

六
年
に
は
、
汻
虹
十
三
回
忌
追
善
『
暁
の
空
』
を
編
集
し
た
（『
新
潟
県
史
』
通

史
編
４　

近
世
二
）。
な
お
『
暁
の
空
』
に
は
木
兎
坊
の
越
後
の
訪
問
先
の
う
ち
、

新
発
田
の
豊
井
（
石
川
治
右
衛
門
）・
新
津
の
夕
蘭
・
沼
垂
の
有
奥
坊
が
入
集
し

て
い
る
。

◎
11
以
南

出
雲
崎
の
名
主
、
橘
新
之
助
（
一
七
三
六
～
一
七
九
五
）。
良
寬
の
父
。
は
じ
め

美
濃
派
に
近
づ
く
も
、
暁
台
来
越
を
機
に
暁
台
門
と
な
る
。

◎
12
見
風

加
賀
津
幡
の
人
。
河
合
氏
（
一
七
一
一
～
一
七
八
三
）。
加
賀
金
沢
の
希
因
（
支

考
の
ち
乙
由
に
師
事
、
北
陸
伊
勢
派
の
雄
）
門
。

◎
13
梨
一

江
戸
出
身
、
柳
居
門
。
代
官
所
役
人
で
、
宝
暦
十
二
年
頃
越
前
丸
岡
に
隠
棲
。
加

賀
の
蘭
更
・
京
の
蝶
夢
ら
と
交
流
。
蕉
風
復
興
運
動
に
寄
与
。『
奥
の
細
道
菅
菰

抄
』
等
の
著
者
。

◎
14
哥
川

三
国
出
村
の
人
。
諸
国
の
撰
集
に
入
集
。 

也
有
と
交
流（
５
）。

◎
15
之
丸

武
生
の
人
。
麦
水
門
。
斎
藤
耕
子
氏
『
若
越
俳
人
列
伝
』（
私
家
版
）
に 

「
美
濃
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三
五

派
一
辺
倒
の
武
生
で
は
珍
し
く
、
専
ら
加
賀
俳
人
と
交
流
」
と
あ
る
。

次
に
◇
を
付
し
た
も
の
は
、
木
兎
坊
が
訪
問
し
た
修
験
関
係
者
で
あ
る
。

修
験
道
は
、
本
来
役
小
角
を
開
祖
と
し
、
山
中
に
入
っ
て
難
行
・
苦
行
を
嘗
め

て
、
霊
験
を
修
得
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
。
本
山
派
修
験
（
天
台
山
伏　

聖
護
院

を
本
所
と
し
、
熊
野
三
山
を
修
行
の
場
と
す
る
）
と
当
山
派
修
験
（
真
言
山
伏　

三
宝
院
を
本
所
と
し
、
大
峰
修
行
）
に
分
か
れ
る
。
ま
た
、

江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
幕
府
は
、
各
地
を
遊
行
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
修
験

者
を
本
山
・
当
山
い
ず
れ
か
の
派
に
所
属
さ
せ
、
地
域
に
定
住
さ
せ
て
、
両

派
を
競
合
さ
せ
る
こ
と
で
修
験
道
を
統
制
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

修
験
者
は
地
域
社
会
の
種
々
の
要
求
に
答
え
る
呪
術
的
な
宗
教
活
動
を
行

な
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
中
期
に
は
、
庶
民
の
中
に
も
山
岳
信
仰
が
広
ま
り
、

富
士
講
、
木
曽
御
嶽
講
な
ど
各
地
の
修
験
者
を
先
達
と
す
る
講
が
盛
ん
に

な
っ
た
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
）

剃
髪
入
庵
し
た
木
兎
坊
は
、
言
わ
ば
「
町
修
験
」
と
い
っ
た
か
た
ち
を
と
っ
て
い

た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
町
修
験
」
に
つ
い
て
は
、
宮
本
袈
裟

雄
氏
の
、

「
定
着
性
が
稀
薄
」
な
町
修
験
（
中
略
）
武
家
や
市
中
の
祈
願
檀
家
に
神
楽

や
竈
神
祭
、
正
・
五
・
九
の
祈
祷
配
札
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る

点
や
、（
中
略
）
鎮
守
社
の
別
当
職
の
任
に
当
っ
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
み
る
と
、
町
修
験
の
宗
教
活
動
そ
の
も
の
は
農
村
部
居
住
の

修
験
と
大
差
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
都
市
型
が
示
す
信
仰
、
つ
ま
り
個

人
的
な
信
仰
が
中
心
を
占
め
、
流
行
神
的
性
格
を
も
っ
て
普
及
す
る
こ
と
が

多
い
信
仰
形
態
を
勘
案
す
る
と
、
定
例
の
祈
祷
よ
り
も
治
病
を
中
心
と
し
た

個
人
的
な
臨
時
の
加
持
祈
祷
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
流
行
神
的
様
相
を
帯
び
て
江
戸
市
中
に
普
及
し
た
稲
荷
社

の
別
当
職
を
つ
と
め
る
修
験
が
少
な
く
な
い
点
が
注
目
さ
れ
、
稲
荷
信
仰
の

普
及
に
修
験
者
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 

（『
里
修
験
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館　

昭
和
五
九
）

と
の
指
摘
が
、
参
考
に
な
る
。

俳
諧
師
の
行
脚
に
関
連
し
て
、
修
験
者
達
の
つ
な
が
り
、
も
し
く
は
、
そ
の
移

動
可
能
な
身
分
と
い
う
も
の
は
、
注
目
に
値
す
る
。
木
兎
坊
行
脚
の
場
合
、
訪
問

先
は
修
験
に
関
連
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
以
下
行
脚
順
に
検
討
す
る
。

◇
１
武
州
御
嶽
山
主　

山
甲 

御
嶽
神
社
（
東
京
都
青
梅
市
御
岳
）
は
、
近
世
に
は
御
師
団
も
編
成
さ
れ
て
い
た

御
嶽
信
仰
修
験
の
山
で
あ
る
。「
約
に
ま
か
せ
て
」
と
あ
る
か
ら
、
す
で
に
相
識

の
間
柄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
剃
髪
し
た
木
兎
坊
が
、
い
わ

ば
町
修
験
と
い
っ
た
立
場
の
も
の
に
近
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
山
甲
が
来
名
し
た

折
に
会
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
山
甲
は
御
岳
の
御
師
で

は
な
く
、
山
主
と
あ
る
か
ら
は
、
た
や
す
く
諸
国
を
往
還
で
き
た
の
か
疑
問
だ

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
仲
間
や
弟
子
を
含
め
て
修
験
と
い
う
立
場
の
可
動
性
は
重

要
で
あ
る
。

◇
２
「
常
陸
の
不
動
院
へ
は
、
花
の
天
王
坊
よ
り
枝
折
あ
り
て
」（
十
一
オ
）「
水

戸
御
城
下
神
崎
寺
へ
も
天
王
坊
の
枝
折
を
出
し
て
」（
十
二
オ
）
と
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
修
験
の
つ
な
が
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
末
の
帰
郷
後
の
連
句

の
中
に
も
、「
山
臥
の
名
は
仰
山
な
不
動
院
」
と
い
う
付
句
が
あ
る
。

天
王
坊
に
つ
い
て
は
未
詳
。
常
陸
不
動
院
は
現
・
常
陸
大
宮
市
に
あ
る
真
言
宗

不
動
院
で
、
現
在
も
修
験
道
な
る
地
名
が
残
っ
て
い
る
。 

現
・
水
戸
市
天
王
町

に
は
、
真
言
宗
豊
山
派
の
神
崎
寺
が
あ
る
。

◇
３
額
田
（
茨
城
県
那
珂
市
額
田
）　

三
日
坊
五
峰

三
日
坊
は
、
◇
７
の
羽
黒
の
月
坊
を
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
修
験
同

士
の
関
係
か
。『
秋
風
の
記
』（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
諸
九
は
明
和
八
年
六
月
朔

日
、
額
田
の
三
日
坊
宅
に
一
泊
し
て
い
る
。  

◇
４
奥
州
須
賀
川
（
福
島
県
須
賀
川
市
）　

桃
祖
（
二
階
堂　

徳
善
院
の
修
験
僧　
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三
六

其
角
門
の
藤
井
晋
流
門
）・
息
の
雨
考
と
入
集
。

徳
善
院
は
本
山
修
験
の
寺
、
可
伸
庵
近
く
に
あ
る
。
明
治
に
廃
寺
と
な
る
。

◇
５
会
津
（
福
島
県
会
津
若
松
市
）    

可
直
ら　
　

可
直
ら
は
、
竜
吟
堂
運
我
を
は
じ
め
と
す
る
若
松
中
村
地
蔵
堂
の
修
験
グ
ル
ー
プ

で
、
元
文
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
陸
奥
の
富
士
』
に
よ
っ
て
そ
の
規
模
が
わ
か
る

（『
福
島
県
史
』、『
会
津
若
松
市
史
』）
と
い
う
。『
陸
奥
の
富
士
』
は
会
津
若
松
市

会
津
図
書
館
蔵
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
の
康
三
堂
松
鼡
は
上
洛
し
、
芭
蕉

追
慕
の
た
め
大
津
義
仲
寺
を
参
詣
し
た
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
さ
は
修
験
ゆ
え

か
。な

お
、
宝
暦
七
年
の
『
千
代
倉
日
記
（
亀
世
）（
和
菊
）』
に
は
、

六
月
廿
三
日　

奥
州
会
津
山
伏
耕
水
誹
諧
師
ニ
而
蝶
羅
宅
ニ
泊
（
亀
世
）

（
廿
九
日
ま
で
逗
留
。
誹
諧
お
よ
び
法
花
講
訳
あ
り
）

九
月
十
六
日　

今
夕
会
津
耕
水
丈
上
方
よ
り
下
り
之
由
ニ
て
御
寄
。（
和
菊
）

（
廿
五
日
ま
で
逗
留
）

と
あ
る
。

◇
６
柳
津
（
福
島
県
河
沼
郡
柳
津
町
）
虚
空
蔵

虚
空
蔵
は
現
・
圓
蔵
寺
、
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
寺
。「
奥
之
院
と
い
ふ
寺
一
志
子

に
宿
る
」（
十
四
オ
）
と
あ
る
。
奥
の
院
は
隠
居
寺
と
い
う
。
一
志
に
つ
い
て
は

未
詳
で
あ
る
が
、
修
験
の
可
能
性
が
有
る
。

◇
７
大
沼
（
山
形
県
朝
日
町
）　

鸞
窓
（
大
行
院
雄
英
）

前
掲
◎
３
◇
参
照　
　

◇
８
羽
黒　

三
日
坊
の
紹
介
、
月
坊
宅
。
羽
黒
修
験
の
宿
坊
で
あ
る
。

◇
９
沼
垂
（
新
潟
県
新
潟
市
）
有
奥
坊
も
修
験
か
。

◇
な
お
柏
崎
に
お
い
て
、「
国
の
鳥
泰
坊
も
あ
り
て
会
す
」（
廿
七
オ
）
と
あ
る
も

の
も
修
験
関
係
か
。

三
　
木
兎
坊
行
脚
の
特
色

『
奥
の
細
道
』
を
辿
る
旅
は
、
全
国
的
に
俳
諧
人
の
あ
こ
が
れ
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
中
興
俳
諧
前
夜
、
芭
蕉
五
十
回
忌
以
降
さ
ら
な
る
高
ま
り
を
見
せ
、
直
接
の

蕉
門
俳
人
以
外
に
及
ぶ
。
奥
州
路
で
は
、
地
元
の
人
々
が
行
脚
俳
人
達
に
迷
惑
し

て
い
た
実
情
を
示
す
記
事（
６
）ま
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
中
、
木
兎
坊
に
直
接
に
影
響

を
与
え
た
の
は
、
明
和
七
年
の
暮
雨
巷
暁
台
の
奥
州
行
脚
で
あ
ろ
う
。
芭
蕉
の
足

跡
を
辿
る
こ
と
は
木
兎
坊
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
也
有
門
人
で

あ
る
と
い
う
旗
印
は
さ
ら
に
重
要
で
あ
っ
た
。

二
度
の
行
脚
の
行
程
、
訪
問
先
は
、
松
島
、
象
潟
を
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
い
る
が
、
よ
り
周
到
な
準
備
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
也
有
の
紹
介
先
と
也
有
が

親
し
ん
だ
系
統
の
人
々
、
そ
し
て
修
験
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
も
言
え
る
一

連
の
関
係
で
あ
る
。

◎
を
付
し
た
十
五
名
は
行
脚
中
の
主
な
訪
問
先
で
、
也
有
と
早
く
か
ら
文
通
、

も
し
く
は
面
識
の
あ
る
人
々
か
、
土
地
の
有
力
者
で
あ
る
。
ま
た
◇
が
修
験
関
連

と
見
ら
れ
る
人
々
で
あ
る
。

ま
ず
明
和
八
年
の
行
脚
に
お
い
て
、
木
兎
坊
と
名
古
屋
で
面
識
の
あ
っ
た
諸
九

は
別
と
し
て
、
蓼
太
・
鸞
窓
は
也
有
と
長
く
交
誼
の
あ
る
人
々
。
ま
た
例
え
ば
下

総
の
阿
誰
が
鳴
海
の
下
郷
蝶
羅
と
親
し
か
っ
た
こ
と
は
、
書
簡
の
存
在
か
ら
見
て

明
ら
か
で
、
一
方
木
兎
坊
は
「（
明
和
八
年
）
四
月
十
六
日　

名
古
や
誹
人
木
兎

坊
風
夕マ
マ

笈
拝
見
ニ
来
ル
」
と
『
千
代
倉
日
記
（
和
菊
）』
に
あ
る
。
そ
の
六
日
前

に
は
、
諸
九
・
旧
国
が
同
家
を
訪
問
し
て
い
る
。
木
兎
坊
は
芭
蕉
の
笈
を
拝
見

旁
、
阿
誰
へ
の
紹
介
状
を
受
け
取
り
に
旅
立
ち
の
前
、
四
月
に
鳴
海
へ
出
か
け
た

も
の
と
見
え
る
。
無
論
也
有
が
蝶
羅
に
依
頼
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
年
の
行
脚
は
、
殺
生
石
や
笠
島
か
ら
松
島
見
物
、
尾
花
沢
を
経

由
、「
細
道
」
を
辿
る
こ
と
を
意
識
は
し
て
い
る
が
、
出
羽
の
大
沼
ま
で
足
を
伸
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三
七

ば
す
の
も
也
有
の
知
己
が
ら
み
、
ま
た
修
験
が
ら
み
と
考
え
ら
れ
、
帰
路
の
立
ち

寄
り
先
ま
で
充
分
に
検
討
、
也
有
と
も
相
談
し
、
添
え
状
持
参
の
旅
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
二
度
の
笠
』
に
は
う
か
が
え
な
い
木
兎
坊
の
暁
台
を

軽
視
す
る
よ
う
な
言
動
が
生
じ
て
、
二
で
触
れ
た
よ
う
な
物
議
を
醸
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

次
に
安
永
三
～
四
年
の
旅
は
、
◇
１
～
７
ま
で
並
べ
て
み
る
と
意
外
な
ほ
ど

に
、
修
験
関
係
の
人
物
を
訪
ね
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
が
各
地
の
有
力
者
と
見
ら

れ
る
こ
と
が
、
興
味
深
い
。

木
兎
坊
は
、
御
嶽
山
主
の
山
甲
と
は
「
約
に
ま
か
せ
て
」
と
あ
っ
て
、
か
ね
て

訪
問
予
定
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
以
降
一
覧
し
た
よ
う
に
、
須
賀
川
の
桃
祖
も
修

験
に
し
て
俳
人
、
会
津
俳
壇
に
一
時
期
を
画
す
る
地
蔵
堂
修
験
グ
ル
ー
プ
、
そ
の

中
心
人
物
の
一
人
可
直
の
甥
で
、
喜
多
方
の
豪
商
関
本
巨
石
は
、
の
ち
に
小
田
附

グ
ル
ー
プ
の
主
宰
と
な
る
。
撰
集
も
あ
り
、
相
当
数
の
メ
ン
バ
ー
を
誇
っ
た
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
也
有
の
も
と
に
「
会
津
よ
り
来
り
て
句
を
よ
せ
け
る
三
人
」

（
前
掲
『
新
あ
り
づ
か
』）
が
あ
り
、
時
期
も
名
前
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
メ
ン
バ
ー
も
修
験
、
も
し
く
は
尾
張
ま
で
足
を
伸
ば
す
こ
と
の
で
き
た
商
人

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
修
験
と
い
う
可
動
性
と
俳
諧

が
、
意
外
に
結
び
付
き
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
土
地
の
有

力
者
（
商
人
）
を
交
え
て
、
多
彩
な
交
流
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
木
兎
坊
は
本
来
武
士
身
分
で
あ
る
が
、
行
脚
中
、
例
え
ば
米
沢
の
武
家
の

俳
諧
愛
好
者
と
交
流
し
た
形
跡
は
な
い
。
ま
た
也
有
は
享
保
末
年
、
三
十
代
前
半

か
ら
隔
年
の
江
戸
詰
の
間
に
江
戸
の
柳
居
（
麦
阿
）
と
親
交
を
深
め
た
が
、
こ
の

也
有
と
親
密
で
あ
っ
た
柳
居
門
流
の
者
達
を
中
心
と
し
て
、
土
地
の
有
力
者
を
訪

ね
た
の
が
木
兎
坊
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
覧
し
た
よ
う
に
、
句
会
を
催
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
が
、
ほ
と
ん
ど
柳
居
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
下
総
の

阿
誰
や
、
喜
多
方
の
巨
石
、
出
羽
荒
砥
の
斗
哉
な
ど
と
い
っ
た
豪
商
、
有
力
者
を

訪
ね
、
そ
の
縁
に
よ
っ
て
交
流
を
広
げ
て
い
る
こ
と
、
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い

る
。土

地
の
有
力
者
で
あ
っ
て
、
後
年
玄
武
坊
ら
美
濃
派
を
歓
待
す
る
人
々
も
あ

る
。
た
だ
し
井
上
隆
明
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
余
裕
を
も
っ
て
行
脚

俳
人
達
と
応
対
し
て
お
り
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
美
濃
派
一
色
と
い
っ
た

動
き
で
は
な
く
、
有
名
俳
人
が
訪
ね
て
く
れ
ば
、
歓
迎
し
、
句
会
を
開
い
て
も
て

な
す
、
と
い
っ
た
か
た
ち
が
土
地
の
有
力
者
に
と
っ
て
は
普
通
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
『
千
代
倉
日
記
』
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
地
方
に
お
い
て

は
新
し
い
風
を
知
る
機
会
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
　
お
わ
り
に

木
兎
坊
風
石
は
、
行
脚
に
際
し
て
こ
と
ご
と
く
也
有
の
言
を
尊
崇
し
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。
前
述
し
た
旧
国
（
大
江
丸
）
の
書
簡
は
、
前
年
の
来
訪
以
来
暁
台

に
親
炙
し
た
福
島
の
呑
溟
や
仙
台
の
丈
芝
ら
の
怒
り
を
買
っ
た
木
兎
坊
の
様
子
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

然
所
件
之
木
子
、
先
福
嶋
へ
御
立
寄
、
か
の
地
呑
凕
方
へ
被
参
候
而
咄
候
次

手
、
い
か
成
事
に
や
、
暁
台
事
い
ま
だ
未
熟
之
俳
諧
と
、
ヶ
様
御
申
有
之
た

よ
し
、
依
而
呑
溟
腹
ヲ
立
候
而
、
一
宿
も
不
致
、

（
中
略
）

夫
ニ
な
ご
や
の
ゐ
ん
居
〳
〵
と
被
申
、
一
巻
也
有
君
之
御
書
被
成
候
ヲ
ミ
せ

被
申
候
。
仙
台
ハ
国
自
慢
之
日
本
一
ト
存
候
処
へ
、
な
ご
や
之
御
貴
侯
俳

諧
ハ
日
ノ
下
ニ
無
と
御
申
故
、
下
地
之
暁
台
ニ
腹
黒
く
存
上
之
腹
立
ニ
而
、

又
々
散
〳
〵
ニ
申
候
。

木
兎
坊
に
崇
め
ら
れ
た
也
有
は
、
し
か
し
蕉
風
の
真
の
姿
に
思
い
を
致
す
人
物
で

あ
っ
た
。

昔
の
軽
口
道
戯
の
躰
を
捨
、
詩
歌
と
雅
趣
を
同
ふ
し
、
俗
語
平
話
を
用
ゆ
れ
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三
八

ど
も
向
上
の
風
体
と
な
せ
る
事
は
全
く
芭
蕉
翁
を
開
祖
と
い
ふ
べ
し
。
正
風

俳
諧
の
伝
と
い
は
ゞ
只
是
の
み
。 

（
也
有
『
非
四
論
』（
７
））

と
断
じ
て
支
考
流
（
美
濃
派
）
を
嫌
い
、
蕉
風
の
何
た
る
か
を
考
え
る
也
有
は
、

博
学
多
才
の
人
で
あ
り
、
俳
諧
は
趣
味
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
俳
諧

論
は
明
快
で
あ
る
。
木
兎
坊
に
と
っ
て
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

松
島
や
か
は
ら
ぬ
中
に
秋
の
空

朝
が
ほ
の
垣
に
も
残
る
暑
さ
か
な

と
い
っ
た
発
句
は
平
凡
の
域
を
出
な
い
。
た
だ
木
兎
坊
が
修
験
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
也
有
の
人
脈
を
駆
使
し
て
二
度
の
行
脚
を
敢
行
し
た
こ
と
は
、
具
体
的
に
確
認

で
き
た
。

同
時
代
の
暁
台
の
東
北
行
脚
が
、
仙
台
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
俳
壇
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
暁
台
の
旅
は

自
己
の
俳
諧
を
誇
示
し
、
勢
力
を
扶
植
し
つ
つ
行
う
俳
諧
師
の
行
脚
の
典
型
で
あ

り
、
木
兎
坊
と
暁
台
を
同
列
に
扱
う
の
は
酷
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。

補
・
野
田
千
平
氏
前
掲
論
文
に
は
、
鸞
窓
と
修
験
に
つ
い
て
以
下
の
指
摘
が
あ

る
。

也
有
が
鸞
窓
か
ら
の
求
め
に
応
じ
た
「
笠
の
次
手
序
」
の
中
に
、
鸞
窓
に
は

「
掛
錫
の
所
々
、
或
は
其
地
に
問
訊
の
句
共
を
揖
て
笠
の
次
手
と
い
へ
る
一

集
梓
行
の
志
あ
り
。」
と
い
う
部
分
が
あ
る
。「
掛
錫
」
は
鸞
窓
に
と
っ
て
山

伏
と
し
て
の
修
験
行
脚
で
あ
り
、
そ
の
途
中
『
笠
の
次
手
』
な
る
予
定
の
撰

集
に
入
れ
る
句
を
集
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
俳
額
の
か
な
り
の
部
分
も
こ

の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
先
蹤
と
し
て
筆
者
が
知
る

も
の
で
は
享
保
十
四
年
六
月
、
晩
年
の
各
務
支
考
の
も
と
に
出
羽
国
久
保
田

上
堀
自
覚
院
の
山
伏
也
柳
が
訪
れ
て
『
秋
田
蕨
』
を
編
み
、
同
年
冬
越
中
国

泊
の
山
伏
洗
耳
が
訪
れ
て
『
伽
陀
箱
』
を
編
ん
だ
例
が
あ
る
。
陸
奥
国
白
石

の
山
伏
松
窓
乙
二
も
こ
の
系
譜
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
。          

『
二
度
の
笠
』
の
原
本
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
伊
藤
圭
太
氏
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
「
翻
刻
『
二
度
の
笠
』」
は
雲
英
末
雄
編
『
江
戸
書
物
の
世

界
』（
笠
間
書
院　

平
成
二
十
二
）
に
収
録
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　

注

（
１ 

）
野
田
千
平
氏
紹
介
『
藻
塩
草　

十
五
』
に
よ
る
。『
横
井
也
有
全
集
下
（
２
）』〔
名

古
屋
叢
書
三
編
一
八
（
２
）
名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
六
十
〕
の
「
羅
の
葉
風
」

解
説
参
照
。

（
２ 

）
大
谷
篤
蔵
氏
「
千
代
倉
来
簡
抄
」
所
収
蝶
羅
宛
阿
誰
書
簡
解
説
に
は
、
阿
誰
の
子
浙

江
閑
鵝
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
が
未
詳
。
な
お
「
千
代
倉
来
簡
抄
」
は
『
俳
林
閒
歩
』

（
岩
波
書
店　

一
九
八
七
）
に
収
録
。

（
３
）
注
２
参
照
。

（
４ 

）
井
上
隆
明
氏
『
東
北
・
北
海
道
俳
諧
史
の
研
究
』（
新
典
社　

平
成
十
五
）
に
よ
る
。

以
下
、「
井
上
氏
稿
」
と
略
称
。
な
お
井
上
氏
は
、「
東
北
農
村
へ
の
正
風
波
及
は
芭

蕉
五
十
回
忌
の
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
ご
ろ
か
ら
で
、
本
格
的
に
は
七
十
回
忌
の

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
以
降
だ
っ
た
」
と
す
る
。

（
５ 

）
哥
川
と
也
有
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
野
田
千
平
氏
「
越
前
三
国
の
遊
女
哥
川 

― 

木

児
・
白
尼
・
八
亀
・
春
波
・
木
兎
坊
」（『
近
世
東
海
俳
壇
新
攷
』
所
収
）
参
照
。

（
６
）
最
上
金
山
の
羽
長
坊
「
鶯
山
夜
話
」
な
ど
。（
井
上
隆
明
氏
注
４
に
よ
る
）

（
７ 

）
也
有
の
俳
論
。
写
本
。
享
保
頃
ま
と
め
た
『
短
綆
録
』
を
書
き
直
し
た
も
の
。
支
考

の
『
俳
諧
十
論
』
を
批
判
す
る
。
翻
刻
は
『
横
井
也
有
全
集　

中
』（
名
古
屋
叢
書
三

編　

第
十
七
巻
）
所
収
。
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